
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て

新
た
に
出
店
を
希
望
す
る
経
営
者
を
支
援

し
ま
す
。

活
性
化
へ
の
理
解
と
協
力
が
あ
り
、
事

前
審
査
を
通
過
し
た
人
に
、
家
賃
や
改
装

費
の
一
部
を
補
助
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
、
新
た
に
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
出
店
す
る
人
　

補
助
対
象
＝
家
賃
、
店
舗
改
装
費
の
一
部

申
し
込
み
＝
11
月
30
日f

ま
で
に
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
に
ぎ
わ
い
観
光
課

（
千
代
田
町
二
丁
目
0

２
１
０
―
２
１
８

８
）
へ
直
接

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
に
行
う
「
わ
た
し
が
つ
く
る
わ
た
し

の
舞
台
」。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
出

場
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

昨
年
は
、「
前
橋
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
や

観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
催
し
の
ほ
か
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
発
表
の
場
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
意

欲
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
や
特
技
を
ま
ち
な

か
で
か
た
ち
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
ん

な
で
中
心
市
街
地
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
に
ぎ
わ
い
観
光
課
0

２
１
０
―
２
１
８
８
へ
。
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７
月
５
日e

か
ら
８
日a

ま
で
開
催
す

る
「
七
夕
ま
つ
り
」
で
、
七
夕
飾
り
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
。
こ
の
出
品
者
と
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
七
夕
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル

会
社
や
サ
ー
ク
ル
・
団
体
な
ど
で
、
竹

飾
り
や
飾
り
物
を
作
っ
て
出
品
し
ま
せ
ん

か
。
優
秀
作
品
は
表
彰
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
６
月
８
日f

ま
で
に
七
夕
ま

つ
り
実
施
委
員
会
へ

■
一
般
審
査
員
を
募
集

初
日
に
行
う「
七
夕
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
一
般
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
５
日e

午
後
３
時
〜
10
時
　

対
象
＝
20
歳
以
上
の
人
、
若
干
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
６
月
４
日b

ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
７

日
吉
町
一
丁
目
８
―
１
・
商
工
会
議
所

「
七
夕
ま
つ
り
実
施
委
員
会
」
へ

◯
…
問
い
合
わ
せ
は
同
委
員
会
0
２
３
４

―
５
１
１
１
へ
。

多くの市民ボランティア
が作った前二子古墳の復元
土器を古墳の石室内に納め
る「おさめの式」を行いま
す。これに合わせ、スタン
プラリー、まが玉作り体験、
出土遺物公開展示などのイ
ベントも実施。さわやかな
初夏の大室古墳群を散策し
ませんか。
日時=5月27日(日)午前9時～
午後3時　
会場＝大室公園　
○…問い合わせは文化財保
護課0231-9875へ。

第
11
回
「
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ

エ
ム
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
。毎
年
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

高
校
生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
美
棹

み
さ
お

賞
（
金

賞
）、
銀
賞
、
銅
賞
、
佳
作
、
入
選
お
よ

び
学
校
賞
を
選
び
表
彰
。
小
学
生
の
入
賞

作
品
は
、
本
紙
で
も
毎
号
紹
介
し
て
い
ま

す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
の
作
品
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
美
棹
賞
は
、

日
本
近
代
詩
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
郷

土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
が
習
作
時
代
に

使
っ
て
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
「
美
棹
」
に

ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

対
象
＝
全
国
の
小
中
学
生
・
高
校
生

申
し
込
み
＝
未
発
表
の
自
由
詩
、
１
人
１

編
を
Ｂ
４
判
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に

縦
書
き
で
２
枚
以
内
。
８
月
１
日d

ま
で

に
市
役
所
文
化
国
際
課
「
若
い
芽
の
ポ
エ

ム
係
」
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

発
表
＝
９
月
に
入
賞
者
お
よ
び
受
賞
校
に

直
接
通
知

選
考
委
員
（
敬
称
略
・
50
音
順
）
＝
秋
谷

豊
、
菊
田
守
、
新
川
和
江
、
梁
瀬
和
男

推
薦
委
員
（
同
）
＝
新
井
啓
子
、
大
石
規

子
、
片
岡
直
子
、
曽
根
ヨ
シ
、
高
貝
弘
也
、

梁
瀬
和
男
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
国
際
課
0
８
９

０
―
５
８
２
５
へ
。

あ
な
た
の
若
い
感
性
を
詩
に

〝
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
〞
作
品
募
り
ま
す

中
高
生
海
外
研
修
事
業
の
合
同
結
団
式

を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
学
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
２
日g

午
前
９
時
30
分
〜
10

時
40
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館（
日
吉
町
二
丁
目
）

対
象
＝
小
４
〜
高
３
と
そ
の
保
護
者
、
先

着
60
人

申
し
込
み
＝
当
日
午
前
９
時
20
分
ま
で
に

会
場
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
青
少
年
課
0
２
３
１

―
５
１
３
８
へ
。

本
市
の
中
高
生
海
外
研
修
事
業

結
団
式
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

空
き
店
舗
へ
の
出
店
者
を
サ
ポ
ー
ト

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
に

ま
ち
な
か
で
表
現
発
表
の
場
を
展
開

ア
イ
デ
ア
や
特
技
を
生
か
し

粕
川
町
中
之
沢
の
大
猿
川
ほ
と
り
に
あ

る
「
お
お
さ
る
山
乃
家
」。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
宿
泊
も
で
き

ま
す
。
乙
女
の
滝
や
大
猿
の
滝
へ
の
散
策

コ
ー
ス
入
り
口
で
、
野
外
活
動
に
と
て
も

便
利
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
利
用
料
は
同
家
へ
問

い
合
わ
せ
を
。

利
用
料
＝〈
１
泊
２
食
付
き
〉大
人
４，
５

０
０
円
、中
学
生
以
下
３，
５
０
０
円〈
休

憩
〉
大
人
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
２
０

０
円

申
し
込
み
＝
お
お
さ
る
山
乃
家
0
２
８
５

―
６
１
５
１
へ

おおさる山乃家

キャンプや散策に
利用して

　☆ 
案内板 
あり 

☆ 
案内板 
あり 

353

ぐんま 
フラワーパーク 

クローネン 
ベルグ 

赤城神社 

滝沢温泉 

不動大滝 

県
道
大
胡
赤
城
線 

中之沢 
野球場 

お
お
さ
る
山
乃
家 

三
夜
沢
交
差
点 

ＯＰＥＮ 

MENU

☆きらり☆再現前二子古墳

盛りだくさんの盛りだくさんの
イベントイベント

夏を彩る七夕飾りと審査員を募集

作って見て楽しもう作って見て楽しもう

う
た

自然に恵まれた場所

みんなでまちを盛り上げよう




